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概要 

香川大学では，基幹業務システムに用いられるパッケージシステムのカスタマイズ工数

の増加が問題視され，それら工数を削減させる取り組みの実施が求められている．本研究

では，パッケージシステムと内製システムの組み合わせによる香川大学の基幹業務システ

ム開発について述べる． 

 

1  はじめに 

新たな社会のニーズに対応するため，デジタル

技術を用いて既存の業務プロセスを変革する

DX(Digital Transformation) が求められており，大

学をはじめとする高等教育機関でもそれは例外で

はない． 

大学において情報システムは，教育・研究・大

学運営などに必要不可欠であるが，DX 推進におい

てもより一層活用することが期待されている．香

川大学では，教務システム，財務会計システム，給

与システム，人事システムを基幹業務システムに

位置付けているが，カスタマイズ工数の増加が問

題視され，それら工数を削減させる取り組みの実

施が求められている．  

香川大学は，DX を推進すべく DX 推進戦略「デ

ジタル ONE 戦略」を策定した[1]．香川大学情報メ

ディアセンターは，DX 推進戦略「デジタル ONE 

戦略」の実現にむけて「DX 化推進部門」を組織し

た．また同メディアセンターは，「DX ラボ」も組

織した[2]．「DX ラボ」は，情報技術を学ぶ香川大

学の学生を中心に構成され，ノーコード/ローコー

ドプラットフォームとして注目されている

Microsoft Power Platform[3]を導入し，香川大学の

DX 推進に資する業務システムの内製開発や RPA

導入に取り組んでいる． 

表 1 香川大学教務システムカスタマイズ 



香川大学は，パッケージシステムと内製システ

ムを組み合わせて基幹業務システムを開発する取

り組みを開始した．本論文ではその取り組みにつ

いて述べる． 

2 パッケージシステムと内製システムの

組み合わせによる 

基幹業務システム開発 

2.1 パッケージシステムを用いた基幹業務システ

ム開発 

一般的にシステム開発は，顧客の要望を一から

構築するスクラッチシステムと，すでに製品とし

て完成しているパッケージシステムに分類される

[4]．スクラッチシステムは．顧客の要望に合わせ

てシステムを開発するので，顧客の要望に完全に

フィットする利点があるが，初期費用が高額とな

り，開発期間も長期になる欠点を有している．パ

ッケージシステムは，比較的安価に構築できる利

点があるが，顧客の要望に合わすことが難しいと

いう欠点を有している．香川大学では，基幹業務

システムではコストの問題からパッケージシステ

ムの利用が推奨され，必要に応じてカスタマイズ

をおこなう方針でシステム開発がなされていた．

表 1 は，香川大学の教務システムカスタマイズを

示している．香川大学の教務システムは，10 年間

にわたり同じパッケージシステムが運用されてき

た．開発当初でも多くのカスタマイズがおこなわ

れたが，10 年の運用期間でも 15 件の追加カスタ

マイズが実施され，本体のパッケージシステム構

築とほぼ同額の費用がカスタマイズに投入されて

いた．カスタマイズの中には，翌年再カスタマイ

ズをした機能もあり，十分にカスタマイズの仕様

検討や検証がおこなえていない実態も明らかとな

った． 

2.2 パッケージシステムと内製システムの組み合

わせによる基幹業務システム開発 

本研究では，パッケージシステムと内製システ

ムを組み合わせて基幹業務システムを開発する．  

従来のパッケージシステムを用いた基幹業務

システム開発では，既存の業務プロセスをそのま

まシステム要件としていたため，仕様検討段階で

パッケージシステムに求める要件やカスタマイズ

に求める要件が膨らみ，全体として過剰なスペッ

クのシステム構成になっていた可能性が指摘され

ていた．また，既存の業務プロセスが前提である

ため，システム開発のタイミングで業務プロセス

の見直しがおこなわれず，ある部署は Web 報告機

能を活用した電子申請を採用していたが，別の部

署では紙により申請されたものを担当者が入力す

る運用が採用されるなど，運用がブラックボック

ス化され，ローカルルールの温床となったいた． 

香川大学では，基幹業務システム開発において

業務プロセスの見直しもおこない，基幹業務シス

テムに必要な要件を洗い出すとともに，それらを

すべてパッケージシステムやカスタマイズで実装

するのではなく，内製システムや RPA も組み合わ

せて基幹業務システムを開発する． 

香川大学の基幹業務システム開発は，2022 年 4

月より上記で述べた方針に基づいて実施される．

今後，本研究で提案した手法の有効性を，実際の

開発事例から評価する予定である． 

3 おわりに 

香川大学は，パッケージシステムと内製システ

ムを組み合わせて基幹業務システムを開発する取

り組みを開始した．本論文ではその取り組みにつ

いて述べた． 

パッケージシステムと内製システムを組み合

わせて基幹業務システムを開発するには，パッケ

ージシステムに含まれる必要がある要件，カスタ

マイズで実装する要件，システム内製開発で実装

する要件，RPA で実装する要件など，要件を切り

分ける作業に多くの時間がかかる．それら作業を

円滑にすすめる方法についても，現在検討をすす

めている． 
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